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実験動物には成熟ネコ 144 匹を用いて，無麻酔下に次の 2 つω破壊実験を行なった口
1 .慢性実験。ペンテトラゾーノレ分画静注 (10 rngj30 sec) によって誘発される発作に及ぼす皮質下
あるいは脳幹部の左右 1 対の小破壊巣(最大径 2-2.5 rnm 卵形)の影響をしらべた。慢性実験に用い




での平均値土標準偏差値 (23.6土 4.4 mgjKg) 以外の値を示したものを関値の変動があったものとし，
閥値の上昇は破壊によってもたらされた発作の抑制，逆に下降は破壊によってもたらされた発作ω促
進と解釈した口抑制効果を示した破壊部は，脳幹では中脳網様体から亦核を合んで subthalamus の





























前 2 者に対しては抑制機能を，後 1 者に対しては促進機能を有することを知った。すなわち，上位中
枢の発作性興奮に対して脳幹には促進機能と抑制機能が存在する。






の提唱する底撃に対する外科的治療としての Forel-H 野破壊はこの上行下行の両者をこ ω脳幹レベル
で遮断することにより底筆発作を抑制するという点で意義があるといえよう。
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論文の審査結果の要旨
過去におけるてんかん底筆発作に関する生理学的研究は主に上位中枢から下降する興奮伝導路につ
いて行なわれた口一方，乙の上位中枢諸核の発作性興奮レベルは脳内に生理的に存在する促進と抑制
の両機構によって平衡が維持されていると考えられる。本研究は，ペンテトラゾーノレを静注して誘発
される大発作に対する皮質下および脳幹部の破壊による慢性効果と，皮質運動領，視床腹外側核，レ
ンズ核，扇桃核の電気刺激後放電に対する皮質下および脳幹部の破壊による急性効果を追究し，大発
作ならびに限局性発作の興奮レベノレの平衡維持機構を促進ならびに抑制という観点から解明した。そ
の結果， 1) ペンテトラゾーjレ大発作に対する促進は中脳下位から間脳の視床下部後部にかけての腹
側部にあり，抑制機能は中脳上位から間脳の視床にかけての背側部にあり，腹背で機能分離を示す。
2 )皮質運動領の発作性興奮に対しては視床腹外側核とレンズ核はともに促進的機能を有するが，こ
の両者は相互に抑制的に働き合う。 3 )中脳，延髄上部はこの両者に対して促進機能を，橋は抑制機
能を有する。 4) 問脳中脳境界部の腹側には皮質運動簡ならびにレンズ核の発作性興告に対する促進
機能と視床腹外側核の発作性興奮に対する抑制機能が存在するがこの部は上位中枢からの座撃興奮伝
導路と一致し，この部の破壊は癌撃興奮の下行上行の両路を遮断することになり， ).電撃発作抑制ω た
めの破壊手術の目標としての意義を有する。
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